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第６章　IPEモジュールの制作と地域の実情に合わせた応用
本章では、グループ演習で扱う実際のフィールドや対象者を、実例に基づき制作さ
れるIPEモジュールユニット（以下、モジュール）により代替するためのモジュール
の標準化について、その構成や製作、利用の側面から検討し、あわせて地域の実情に
合わせたモジュールの深化、応用について紹介する。
１．モジュールの構成
H. Barrおよび髙橋らによれば、モジュールの構成は、事例記述書やシナリオ教材
などからなり、それらはシナリオ的な要素、教材そのもの、指導的な要素に分けられ
る。表１は、モジュールの構成の内容と要素の関係を示したものである。
構成の項目
括弧内は別称
説明 要素の区分
事例記述書
（事例フォーマット）
所定様式により仮想的な事例の対象者および状況等を記
述したもの。モジュールの基本情報となる。
シナリオ要素
シナリオ
（ストーリーボード）
事例記述書を基に時系列的あるいは状況設定に沿っての
事例展開を記述したもの。シナリオ教材製作のための設
計図とするためストーリーボード（絵コンテ）の形態を
とることが多い。
シナリオ教材
（モジュール教材）
シナリオをベースに文字、図表（イラスト、写真）、動画、
音声等の多メディアで表現、構成した事例学習のための
デジタル教材。 教材要素
基本文献
（文献ライブラリー）
事例を理解するために必要な基本的な文献あるいは資料
の一覧。
ファシリテーター
ガイド
グループ演習（グループワーク、グループディスカッ
ションなど）を実施する際のファシリテーションスキル
を記述したガイドであり事例共通である。
指導要素
指導者ノート
（チューターズガイ
ド）
事例に関する指導計画、展開法、指導法などを記述した
連携教育実践上の指導書。
学習項目表
（学習マトリックス）
職種（専門分野）別の指導内容や評価指標等を記した一
覧表。指導者ノートを補完することでより効果的な指導
法を展開できる。
表１．モジュールの構成項目
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２．事例記述書
モジュール標準化の起点は、事例考案者や事例内容が異なっても記述すべき情報項
目の共通化を図るために、所定様式の事例記述書を用いた仮想的な事例の記述が重要
である。表２は事例記述書の例示である。
表２．事例記述書の記入例
テーマ 高齢者の骨折予防･治療と生活支援
キーワード 高齢　骨折　生活支援
対象領域 高齢者・生活モデル
対象モデル 骨粗鬆症のある高齢者
氏名（Ａ,Ｂ等） Ａさん 年齢 82歳 身長（m） 1.48 体重（kg） 37.0 BMI 16.9
居住市町村 S市
主訴 左股関節痛・便秘による腹部不快感や腹痛
診断名 左大腿骨頚部骨折、骨粗鬆症、心房細動
障害名 筋力低下、歩行障害
病識 骨がもろくなって骨折が起きた。治療では、手術で骨折を治したら、運動療法（リハ）と服薬で
骨と筋肉を丈夫にする。
生育歴・学歴 情報なし
職業歴 なし
家族構成・同居者等 高齢の夫（88歳）と二人暮らし
現病歴・合併症 自宅にて転倒、左股関節痛のため歩行困難となり病院の救急外来受診。左大腿骨頚部骨折の診断
にて即日整形外科入院となる。（１回目の骨折）10年程前より心房細動にて近医内科に通院され
ていた。現在症状は安定。
医学的治療内容 骨折に対し骨接合術施行される。術後３日目よりリハビリテーション開始、PTにて可動域訓練、
筋力増強訓練、歩行訓練を行う。術後10日目より骨粗鬆症治療薬開始される。
処方内容）カマ（0.5）/1XA, インデラル（10）3T/3X, バファリン（81）1T/1XM, ベネット（17.5）
１T/ １X起床時、週１回
本人家族の経済的問題 老齢厚生年金受給、年額　2,791,220円。
本人・家族のニーズ ご本人、夫は自宅で、二人で過ごしたいと希望。別居の娘（49歳）は稼働しており介護困難
本人のニーズ 自宅へ帰りたい
家族のニーズ 別居の娘は、日中仕事のため、施設を希望。夫は、できれば自宅で、二人で過ごしたいと考えて
いる。
介護者 自宅とすると、夫は高齢で介護者の役割は困難。娘宅へ退院の場合は娘夫婦か
介護者の有無 同上
介護上の問題点 高齢の夫、仕事を持つ娘。夫は､ 家庭内ではほぼ自立しているが軽度の認知症がある。（日常生
活自立度Ⅱa）（要介護１）また、高血圧症がある。
本人の心理・精神的問題（アルコール依存、抑うつ等）精神的にやや抑うつ傾向
リハビリ評価 （ROM､ FIM等） ROM 両股関節屈曲90°伸展－５°脊柱後弯、Barthel Index 80点（歩行・入浴等
で減点）
心身機能・身体構造 （Body Functions & Structures）筋力低下、易骨折性
活動 （Activities）歩行障害（室内歩行監視レベル）、ADL障害（歩行・入浴等の困難）
参加 （Participation）家庭復帰（高齢の夫と二人暮らし）困難
福祉制度の利用状況 介護保険を申請中（要介護度は要介護２レベル）
家屋改造・介護用機器 家屋の廊下は広いが段差が多くある農家風のつくりである。トイレは洋式。本人と夫の居室は１
階にある。（教材に写真使用予定）
在宅の場合、歩行補助具、シャワーチェアー、手すり設置などを検討。
地域の特性 （山村、都市、過疎地域等）
山村、過疎地域で買い物困難。近隣住民との関係性は良好だが、高齢者がほとんどの地域である。
近くに開業医がある。訪問看護ステーション・デイケア・デイサービス施設は車で15分ほどの距
離にある。自宅の周囲は舗装道路だがアップダウンがある。歩道はなし。車の通行量は少ない。
畑までは徒歩5分。介護保険施設（特別養護老人ホーム）の待機者情報は80人程度、今すぐの入
所は困難。
入院前の生活習慣 １）食習慣
　　食事は三食野菜中心、魚を日に１回摂取、乳製品を食べる習慣はない。
　　食事準備は全部自分で行なっていた。
２）その他の習慣
　　排便は一日１回。排尿困難なし。
　　入浴は毎日自宅で行なっていた。
　　洗濯・掃除などすべての家事は夫に任せることはなく、全部自分で行なっていた。
　　買い物は、一週間に１回、娘の車で行くことが多かった。
　　趣味は特になし。庭の花を育てることが好き。
３）一日の過ごし方
　　日中は畑仕事を１～２時間、他は近隣住民とお茶を飲んだりテレビを見たりしていた。
病院での過ごし方 １）病院での過ごし方
　　リハビリ以外は一日中テレビを見ていることが多い。
２）コンプライアンス
　　内服薬は入院中は処方どおりに正確に飲んでいるが、自宅では忘れることもあった。
その他・特記事項 特になし
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３．教材化のプロセス
１）シナリオの作成
事例記述書で取り扱う情報項目は、対象者やその生活と環境を表現あるいは類推す
るための基本的な項目で構成されていて、表３の様に分類することができる。また、
表で示した項目群の分類に沿って、時系列的な流れを考慮して項目をつなぎ合わせて
いくことで、シナリオを作成することができる。
なお、事例記述書に記入された項目の内容は、全てがシナリオに反映されないこと
がある。例えば、記入された項目のうち、直接的な病名、障害名や具体的な福祉制度
とその利用範囲（介護保険の段階別限度額等）などは、受講者のグループ調査活動に
委ねるため、シナリオ化の時点で教育的配慮を行い受講者に提示しないようシナリオ
を考案する場合がある。
シナリオ段階で内容説明の文字情報と共に保健医療福祉分野の専門的な状況設定や
場面設定のイメージの具体を事例考案者（事例教材原案）に確認するためにストー
リーボード化する必要がある。図１は、ストーリーボードの事例を示す。
２）シナリオ教材と基本文献
シナリオ教材は、文字や図表、静止画、動画、音声などの多メディアで表現して構
成することができるが、シンプルな製作手法の一つにスライド化がある。これは、プ
レゼンテーションソフト（Microsoft PowerPoint®）を用いて、ストーリーボードに
表３．事例記述書の項目の分類
項目群の分類 具体的な項目
対象者自身のこと 生育歴、学歴、職歴、生活、バイタル、病識、主訴など
家族や地域のこと 家族構成、同居人、家業、居住地域の風土や特色など
既往歴・現病歴・合併症 対象者の過去から現在に至る病歴など
診断名・障害名 判明している診断名・障害名
医学的な治療内容・服薬内容 治療や投薬の内容、リハビリテーションの経過など
リハビリテーション評価 リハビリテーション
生活機能の評価 心身機能・身体機能、活動、参加についての評価
食と栄養 栄養摂取の具体的な状況
心理や精神的な問題 対象者の抱える心理的、精神的な課題
経済的な問題 対象者や家族の抱える経済的な課題
制度や機器の利用と家屋 諸制度とサービス、機器の利用と家屋の問題や改造など
ニーズ 対象者や家族の思いや願い
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基づいて内容説明の文字情報とイラストを組み合わせたスライドによる教材化であ
る。必要に応じ、音声合成ソフトを用いて文字情報を読み上げるナレーション音声を
追加する。図２は、シナリオ教材の事例を示す。
なお、後述の様にシナリオ教材を遠隔地での利用に供するためには、プレゼンテー
ションソフトへの追加ソフト（アドオン）で対処し教材製作する。また、この追加ソ
フトにより基本文献やスライドのハンドアウトをスライド教材の添付ファイルとして
内包させることができる。
３）ICTによる教材製作の点検過程
ストーリーボードおよびスライド教材の製作においては、事例考案者と他職種の専
門家および教材製作者のそれぞれが遠隔地にあってICTを駆使するソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス（Social Networking Service, SNS）を利用して点検、改訂
などの作業を遠隔の協働で実施している。
このことは、従来の物理的な制限を受ける教材開発と異なり、ボーダーレスな環境
により、例えば遠隔地間での専門性や多様性のある、質的向上に期待が持てる教材開
発や教材研究の環境を構築できることになる。
図１．ストーリーボードの事例 図２．シナリオ教材（スライド化）の事例
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４．指導要素（ファシリテーターガイド、指導者ノート、学習項目表）
我が国において連携教育は、新規でレベルの高い内容を持ち、多職種の学生グルー
プによる演習など、従来型の教授法で対処できない側面を持っている。とくにグルー
プ演習におけるファシリテーションは、教員にとって新規に習得すべきスキルである
場合も十分に考えられる。この様に、指導計画をはじめとして授業内容とその展開と
指導法など連携教育を実施するには、事例教材の整備と共に指導要素の整備が極めて
重要であることが認識されるであろう。
そのため、ファシリテーションスキルについては、ファシリテーターガイドライン
として提供し、事例教材別に指導計画案や展開案などを指導者ノートとして学習項目
表も整備し、指導要素の整合性を保ちながら、内容を年々充実化している。実例につ
いては、第７章で提示する。
５．モジュールのユニット化（統合化の方略）
個別に製作される事例記述書、シナリオ教材、指導要素を事例別に相互の関係を維
持管理し利用に供されるよう環境を構築することがモジュールを利用する連携教育の
実施には欠かせない。一方では、遠隔地間の協働による連携教育の実施においては、
事例の情報共有や指導者間の指導計画の共有なども重要となる。
つまり、教材と指導が常にセットの関係になっている利用環境が必要となる。その
ため、CIPES-21では、次の様に利用者別にシナリオ教材とパッケージ化する組み合
わせを用意している。
１）受講者（学生）向けのモジュール：
シナリオ教材と基本文献
２）指導者向けモジュール：シナリオ教
材と指導要素
なお、シナリオ教材に基本文献および
指導要素を内包させるには、上述の様に
プレゼンテーションソフトへの追加ソフ
ト導入で可能である。これによりモ
ジュールのユニット化が達成されること
になる。図３はユニット化された指導者向けシナリオ教材の事例を示す。（破線部内
がシナリオ教材に添付される指導要素を示している）
６．モジュールの流通
なお、シナリオ教材をインターネットにより遠隔地においてオンデマンド配信で利
用するためには、シナリオ教材のオンデマンド配信機能を持つ学習管理システム
（Learning Management System, LMS）やコンテンツ管理システム（Content 
Management System, CMS）などの配信システムが基盤（ベースシステム）として
図３．ユニット化されたシナリオ教材の事例
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必要である。
また、配信システムに配信されるシナリオ教材は、相互で運用を保証する標準規格
SCORM（Sharable Content Object Reference Model）に適合している必要がある。
そのためCIPES-21では、第9章で紹介するSCORM対応の学習管理システム（LMS）
を導入して運用すると共に、シナリオ教材製作にあたっては、プレゼンテーションソ
フトへの追加ソフトによりSCORMへの対応を図って、学習管理システムで配信でき
るようにしている。
７．モジュールの標準化と課題
以上の様にモジュールの標準化には、事例考案段階での記述を所定様式による定型
的な手続きあるいは作業手順として一定の標準化を実現できるが、一方では、事例考
案者の考えや表現は多様であり、記述内容のレベルやボリュームの違い、詳述の度合
いも異なる。このことは、標準化を阻害するイメージを受けるが、教材化した場合に
事例が持つ訴求性や創造性、特異性や特徴となって表れるため、内容的なレベルの統
一あるいは質的な標準化は、よい意味で難しい面もある。
より専門的あるいは、より詳細な事例記述の教材化における記述内容のレベルや詳
述の度合いを吸収する方策には、インストラクショナルデザインからのアプローチに
より、スモールステップ（理解促進のための細分化や単純化）で対処することができ
る。この様な意味において連続する状況をスライス（連続する断片化）して表現が可
能なスライド化の手法は、スモールステップに有効であるといえる。
制作上の標準化の他にモジュールの利用のための標準化を考える必要がある。一般
的なネットワークインフラストラクチャーや一般的なインターフェースによる利用の
標準化である。また、上述の通り教材と指導要素のユニット化されたパッケージを流
通させることも必要であり、インターネットを介してパソコンのWebブラウザをイ
ンターフェースとして、一般的に利用できるようモジュールのユニットの流通を実現
し、利用のための標準化をCIPES-21は実現している。
これらについては、次のようにまとめることができる。
１）事例教材の考案段階における共通化した所定様式への記述によるシナリオ要素の
標準化
２）連携教育のための教材要素と指導要素の両者の整備と一体化による標準化
３）ネットワークを介したモジュールの流通による利用の標準化
８．IPEにおけるモジュールの活用の利点
連携・協働の学習は、対象者と対面して、その方の疾患、症状、生活、闘病の想い
などのリアルな情報をどのように理解し、対象者中心の考え方、相互理解のための態
度などチームメンバーとしての基本的な事項を習得することが目的である。
IPEにとって事例提示は非常に重要な役割を占める。事例の種類には実事例、ビデ
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オ事例、紙ベース事例、モジュールなどがある。実事例に対して対面で行う演習は現
実感が重厚に伝わるという利点があるが、個人情報の管理や症状の再現性の問題など
解決すべき問題が多数ある。しかし、IPE用に作成したモジュールは実事例の場合に
生じる問題点をクリアし、さまざまな形態の授業計画をいつでもどこでも容易に立て
ることができ、それらに応じて使用できるという利点がある。
IPEにおけるモジュール利用の利点：
　１）課題の品質を一定以上に保ちながら、改善を重ねることができる。
実事例と異なり、病状が翌年重症化したり軽減したりすることがなく一定で
ある。また、詳細な設定を変更することが自由にできる。
　２）情報量を管理し、複雑さを調整することができる。
詳細な情報は質問を受けない限り提供しなかったり、逆に複雑になり過ぎな
いように、条件を予め設定することが可能である。
　３）自宅からでも課題にアプローチでき、時間的制約が少ない。
事前学習が可能であるため、対面型演習の事前練習としても利用できる。ま
た、既述したようにblended型やweb型での利用が可能である。
　４）あらゆる学年・学科の学生に活用できる。
モジュールの内容に対して、予め適応する専門性（学生の学科）を想定して、
学生を募集できる。また１～４年生の学年に応じた課題のレベルの変更が可能
である。
　５）演習の進行を止めたり、すすめたりを自由にできるので、学生や状況などに
応じた効果的なファシリテートやフィードバックができる。
　６）教員が学生に対して教育上必要なことを、その場で対象者への配慮をせずに
はっきりといえる。
IPEにおけるモジュール利用上危惧されていること：
７）利用者さんに直接インタビューしないので、コミュニケーション技法が育た
ない？
しかし、コミュニケーションや問診などの技法を習得する機会は、IPE演習
のみとは限らない。臨地実習で経験することが多く、学科によっては実習に出
かける前にOSCE（Objective Structured Clinical Examination）を課している
場合もある。
８）virtual な事例に狎れ過ぎると、case中心の考え方が疎かになる？
vpSim™の分岐（nodes）のように、患者さんが死亡する結果に至る選択肢
を選んだ場合、当初学生はショックかもしれないが、そのうち平気になるので
はないかとの感想が寄せられた。しかしながら、われわれのモジュールに含ま
れている課題は、vpSim™のように唯一の解答を求めるものではない。できる
限り最善に近い解決の方向を目指して、学生たちは実際の利用者さんと同様
に、真剣に支援策を検討している。
９）virtual な事例では、問題がすぐに陳腐になってしまう？
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現実の事例の方が、次年度までの状態の変化が大きかったり、個人情報保護
の問題があったりして、常に新鮮でかつ個別的な課題に対処することが困難に
なるであろう。１）で述べた柔軟性により、仮想的なモジュールは常に
renewalな状態を保つことが可能であろう。
10）PBL、またはCBLの教材と本質的に同じではないのか？
シナリオ自体の流れは同じでも、１）で述べたように、モジュールではパ
ワーポイント上にシナリオがナレーションとともに展開され、自分のペースに
応じてケースの問題点を検討することができる。さらに写真やビデオを補助教
材として、掲載できる点で前２者よりも優れている。
11）すべての学科学生に適するモジュールはない？
この点はすべてのIPE用の教材に共通の問題であろう。すべての学科学生に
適応するような臨床ケースが、果たして存在するかどうか疑問である。ケース
中心にして必要な職種が集まり状況に応じてお互いに補足するのが現実であろ
う。４）で述べたようにモジュールでは基本的なシナリオはそのままにし、参
加する学生の職種に応じて、付加的な課題を変更することが可能である。
モジュールのシナリオは実事例を基に作成されている。確かに臨床や地域での対面
型がIPE演習としては望ましく、効果的である。モジュールでは対面型、Web型、両
者を折衷したBlended型すべてを活用の仕方しだいで包含できる。モジュールは映像
技術の発達とともに、その利点を生かしユビキタス時代の教材として、さらなる可能
性と発展が期待されている。
９．NUHWにおけるモジュールの活用（総合ゼミ）
NUHWは開学より保健医療福祉におけるIPEの確立を目指し、各学科の学生が混成
で学習・討論・発表を行うことにより基礎的連携力を養う連携教育を開始した。臨床
現場と同様な事例検討会議を、模擬的なゼミ形式で開催する。学生は事例検討会議に
参加するため事前に準備する。参加した学生が、チームの一員として討論や議論を行
い、他職種とともに目標を合意作成し、利用者に介入できるように演習の方法を開発
してきた。試行を繰り返した結果、現在の事例中心型演習のスタイルが確立された。
NUHWでは対象者との対面型学習と、仮想事例による非対面型学習の両方について、
それぞれの利点を生かして取り組んできた。
平成21年度に、NUHWを代表とする全国５大学の連携による「QOL向上を目指す
専門職間連携教育用モジュール中心型カリキュラムの共同開発と実践」の取り組みが
文部科学省の大学改革推進事業「大学教育充実のための戦略的大学連携支援プログラ
ム」に採択され、モジュールの開発をおこなっている。モジュールは事例の基本情報、
機能的評価、家族背景、社会的問題など場面毎に音声付きのイラストで表現され、ど
の場面でも何回でも再生することが出来る。現在までにオンデマンド講義システムに
登録されているのは、ライフステージは胎児・乳児期から高齢者まで、モデルは発達
支援系、健康増進系、医療系などのモデル、疾患は運動器系、中枢神経系、神経難病、
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精神疾患など多岐にわたり32例ある。モジュールの活用により、演習の方法に対面型
学習とは異なる新しい可能性が見出せるようになった。
４年次に開講される「総合ゼミ」はNUHWの連携教育の総仕上げとして位置づけ
られている。１期生の４年次にあたる平成16年度に自主的な科目として「総合ゼミ」
を開始した。その後平成20年度には４年次前期15時間１単位の単位認定選択科目とし
て開講されて現在まで続いている。
「総合ゼミ」は、学生が自らの所属学科の専門性を踏まえつつ、他学科の専門性・
指向性を理解し、評価・アセスメントに始まり支援計画の立案に至るチームケアや
チーム医療を模擬的に体験し、他の専門職と連携して対象者・利用者の支援に当たる
ための基本的な方法や内容を修得することを目的としている。
2011年の履修学生数は約200名（新潟薬科大学薬学部学生10名、日本歯科大学学生
３名、首都大学東京学生２名含む）であり、教員数は45名（他大学教員を含む）で、
全学科が参加した。ゼミは各々学生８～11名程度で構成し21ゼミ作成した。事例教材
は実事例、ビデオ事例、モジュールなどを用いた。当初より事例提示 → 支援策の協
働立案という事例中心型演習のスタイルは変わらないものの、その方法や構成につい
ては年度ごとに改良を加えている。
平成23年度 ｢総合ゼミ｣ の企画から実施まで
平成23年１月：23年度年間授業計画に全学共通の選択科目として９月第３週に配置。
３月：全学および各学科の新４年生オリエンテーション（履修案内）時に、「総合
ゼミ」の目的や構成、連携教育の重要性などを説明し、学生に履修を勧める。
４月：全教員に対して事例担当者、連携教育協力員を学内で公募する。
５月：｢総合ゼミ｣ 参加のご案内を他大学に広報する。
６月：事例担当者対象の説明会を開き、教員ガイド、学生ガイドを配布する。到達
目標やスケジュールの確認、使用する事例（実事例、モジュールなど）の準
備を依頼する。
７月：参加を希望する他大学教職員への説明会を実施する。
事例担当者、連携教育協力員に対して、ファシリテーター研修会を実施する。
８月：学生・教員合同のオリエンテーションを行う。
教員・学生にゼミメンバーを発表し、ゼミごとの顔合わせを行う。事例は
遠隔地通信システム（WebサイトNOTA）上に公開され、授業開始までの間、
メンバーの自己紹介や教員からの事前学習の指示もここで行う。
９月：「総合ゼミ」（５日間集中授業）を実施する。事例提示の方法やゼミの進め方
は各事例担当教員に任せられる。学生は各ゼミに割り振られた教室に集ま
り、活発な討論が対面で随時行われる。遠隔地の大学生は、この間もWeb
サイトで情報交換したり、テレビ会議システムで討論したり、適宜本学で行
われるゼミに参加できる。最終日の午後には参加者全員で立案した支援策の
発表会が行われる。リフレクションを行い、修了する。
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「総合ゼミ」は、年々履修学生数や協力教員数の増加がみられ、IPE演習としての
認知度が高まっている。２年前よりモジュールの標準化や活用を推進し、その利点を
生かして遠隔地大学との交流も生まれつつある。
現在の「総合ゼミ」の特徴をモジュールの活用を中心にしてまとめると以下のよう
である。
１．モジュール使用を推進し、多学科多学生数に対して効率的にIPEが企画できる。
２．事例は、モジュールを中心にして、実事例、ビデオ事例、新聞報道事例なども
用いる。単独使用や併用など使用例を増やしてその成果を検討する。
３．他大学の参加を推奨する。他大学、および本学にない学科学生との協働は、大
学を超えた交流や多職種理解という意味で双方向にメリットがある。
４．インターネットを使用したモジュールの提示やTV会議システムを用いた討論
など遠隔地通信システムの利用による学習が大学を超えての参加を可能にして
いる。
５．モジュール教材の有効使用を図るため、学生ガイド、教員ガイド、ファシリ
テーター用ガイド、用語集など補助教材の作成・再編、ファシリテーターの養
成にも努力している。
10．連携協働（IPW）による活用
保健医療福祉の実践現場では、対象者のQOLの向上を目標に専門職の実践家によ
るチームが編成され、定期的な情報交換とケースカンファレンスが行われる。そこで
は実際の対象者のための支援が検討されるが、一つ一つのケースは個々の問題を抱え
ておりそれぞれの経過をたどる。開発されたモジュールはその意味においては、数あ
る対象者の事例の中の一つを表しているに過ぎない。しかし、専門職によるチームア
プローチの実践家はどのようなケースであっても、常に協働して問題を解決していく
訓練され洗練された知識や技術力を備えている。企画の段階から実施・評価に至るま
でのチームワーキングの過程はIPEのモデルとなることができる。前述したようにモ
ジュールは総合ゼミなどの教材として学生及び教員に活用されているが、そこには現
役の実践家の姿はない。実践家がモジュールを使ってチームアプローチを行い事例展
開してもらうことでIPE、IPW両方に役立ててもらうことができる。いかに現場を巻
き込んでIPEに活かしていくかは最も重要な課題であり、実践家がモジュールを活用
することでIPWに働きかけていくことも可能となる。
一つの方法として、コアカリキュラムでもある保健医療福祉科目群の中で多職種の
実践家によるチームアプローチ法の模擬授業を設定し、モジュールを使った実際の
ケースカンファレンスを学生に提示する方法が考えられる。模擬授業は事例のアセス
メント方法や問題解決法など、実践家の豊富な知識と熟練した実践力を学生が学べる
よい機会となり、臨場感あふれる現場の雰囲気を体感できる。また、実践家にとって
も日々のIPWの訓練として、また振り返りの良い機会となるだろう。
もう一つの方法として、多職種混成チームの地域におけるセミナー企画も効果的で
ある。実際に、2009年と2010年の２年間、様々な保健医療福祉専門職を養成する大学
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が参加しNUHWを中心に大学間連携学生セミナーが開催された。その内容は以下の
スケジュール内容であった。
大学間の混成チームを編成して学生と教員が地域の多様な施設や病院に赴き、施設
や病院から提供された事例の検討から実際の現場見学までを行った。リフレクション
により経験した内容を意味づけることができ、また修了証を授与されることで短いセ
ミナーであるが満足感を得ることができた。複数の大学間で行われることで、単一の
大学では連携することができない専門職ともチームを組むことができ、単科の大学で
は、参加を希望する学生や教員が多かった。今後も、地域参加型のIPEは継続される
ことが望ましい。ただし協力施設・病院の確保や実際の対象者の個人情報の問題など
課題も挙げられた。協力施設・病院や対象者の負担を減らすためにも、モジュールを
使った事例検討は有効なIPEとなる。現場見学までに訪問する施設や病院の利用者に
近い対象のモジュールを選択し、グループで十分に検討を行う。その後訪問した施
設・病院で対象者の生活環境を学んだり実践家の話を聞いたりした後で、再度グルー
プワークでの討論によって、対象者のQOL向上という目的により適した、実現性の
ある支援を練りだすことができるだろう。
イギリスのLeicester大学や埼玉県立大学では対面型を中心にIPEが展開されてい
る。グループワークは基本的には対面型で行われるが、ICT環境を大いに活用し、遠
隔型で大学間の連絡やグループメンバー同士のコミュニケーションをはかっておくこ
とも重要である。モジュールは学生・教員はもちろん協力施設の専門職も、オンデマ
ンド講義システムの利用により遠隔地で利用することができる。また、協力施設や病
院についても負担が大きいようであれば、実際の訪問は行わず、テレビ会議システム
やライブ講義システムの利用によるライブ中継によって、学生に見せることも可能と
なる。経費などに見合ったモジュールの活用も考慮され、多様なパターンが実現可能
と考えられる。
大学間連携学生セミナー
１日目：海外招聘講師によるIPEの基本となる講義（２年連続英国連携教育セン
ターCAIPEより）
　　　　アイスブレーキングとグループワーク（各施設より提示された事例検討）
２日目：グループ別新潟県内施設見学（チャーターバスによる移動・見学、一部
JR利用）
３日目：グループワークによる事例検討（現地見学後の支援策の修正など）
　　　　グループ別成果発表と海外招聘講師による講評
　　　　リフレクション
　　　　セミナー修了証の授与
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11．その他の教育における活用
標準化されたモジュールは、もともと保健医療福祉の連携教育用に作成されている
ため、あらゆる保健医療福祉の専門教育においても活用が可能である。特に事例を用
いることの多い専門科目演習におけるPBL（Problem-based learning）の教材として
も、単独の専門職の学生間で対象者の情報をアセスメントし、問題を抽出し、ケア計
画を作成するために使用することができる。チームメンバーは多職種構成ではない
が、グループワークを行う中で各個人が主体的な学習と発表を行い、専門知識、問題
解決能力及びコミュニケーション能力を習得する。しかし、連携教育のためのモ
ジュールには専門用語がそのまま使用されているため、わかりにくい他職種の専門用
語に関しては、データベース化された用語集をフルに活用することが求められる。ま
た、テューターは使用するモジュールの開発者によるねらいや、対象者のQOLの視
点などを指導者ノートや事例記述書、文献ライブラリー、学習項目表などのデジタル
ファイルから読み取り、応用していく必要があるだろう。
専門実習においては広範囲な利用が可能である。臨地実習の前・中・後のどの時期
においてもモジュールを使った学習が可能となる。まず臨地を訪問する前に事前学習
としてのシミュレーションを行うことで、実際のケア対象者に類似した事例によっ
て、アセスメントの方法や問題抽出、ケア計画の立案などを予習することができる。
まったく同様のケースではなくても似通った状況設定の事例学習では、情報の関連性
や整理方法を学べるため、実際の実習で学生の理解を大いに深めることに役立つであ
ろう。
また、実習中のケースカンファレンスを行うためのリハーサルの機会を、モジュー
ルを使って設定できる。実習グループで実習の対象者に近いモジュールを選択し、学
生間でケースカンファレンスを行う。臨地実習後においても担当した対象者につい
て、ケア計画の振り返りを行う際に役立てることができる。臨地実習では実習期間制
限や対象者の状況変化によって、立案した初期の計画は実施や評価までは至らなかっ
たり、計画変更を余儀なくされる場合も多い。計画の実用性や妥当性などの評価のた
めに、モジュールを使ったケアの再検討は課題の発見にもつながる。
実習地におけるモジュールの使用方法は、前述したようにオンデマンド講義システ
ムやコミュニティを基盤としたシステムの使用が望ましい。それらのICT活用によっ
て、今後は更にネットワーク上のモジュールの活用が拡大されて、学生や教員、実践
者らの教育の場は拡大・発展していくと同時に、共に、双方向に影響し合ってチーム
ワーキングスキルを高めていけば、IPEやIPWが真に対象者のQOL向上に貢献できる
こととなる。
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